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(57)【要約】
【課題】優れた難燃性、衝撃強度、耐スクラッチ性、着色性、及び表面硬度を有する熱可
塑性樹脂組成物を提供する。
【解決手段】Ａ）アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体１０乃至８９重量
％と、スチレン－アクリロニトリル系共重合体８９乃至１０重量％と、メチルメタクリレ
ート系重合体１乃至４０重量％とからなる基本樹脂１００重量部；Ｂ）ブロモアルキルま
たはブロモフェニルシアヌレート系化合物１乃至３０重量部；及びＣ）アンチモン系化合
物１乃至２０重量部；を含めてなることを特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体１０乃至８９重量％と、スチ
レン－アクリロニトリル系共重合体８９乃至１０重量％と、メチルメタクリレート系重合
体１乃至４０重量％とからなる基本樹脂１００重量部；
　Ｂ）ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化合物１乃至３０重量部；及
び
　Ｃ）アンチモン系化合物１乃至２０重量部；
を含めてなることを特徴とする、難燃性、着色性、及び耐スクラッチ性に優れる熱可塑性
樹脂組成物。
【請求項２】
　前記アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体は、ブタジエン系ゴムが３０
乃至７０重量％の量で含まれ、乳化グラフト重合で製造されることを特徴とする、請求項
１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記スチレン－アクリロニトリル系共重合体は、重量平均分子量が５万乃至１５万であ
り、アクリロニトリル系単量体が２０乃至４０重量％の量で含まれることを特徴とする、
請求項１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記メチルメタクリレート系重合体は、重量平均分子量が５万乃至１５万であることを
特徴とする、請求項１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記ブロモフェニルシアヌレート系化合物は、トリス（トリブロモフェニル）シアヌレ
ートであることを特徴とする、請求項１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項６】
　前記アンチモン系化合物は、三酸化アンチモン、五酸化アンチモン、金属アンチモン、
及び三塩化アンチモンからなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする、請求項
１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記熱可塑性樹脂組成物は、衝撃補強剤、活性剤、熱安定剤、滴下防止剤、酸化防止剤
、光安定剤、紫外線遮断剤、顔料、及び無機充填剤からなる群から選ばれる１種以上をさ
らに含むことを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の熱可塑性樹脂組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、難燃性、着色性、及び耐スクラッチ性に優れる熱可塑性樹脂組成物に関する
ものであって、より詳しくはアクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体を含む
樹脂に、メチルメタクリレート系重合体、ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレ
ート系化合物、及びアンチモン系化合物を含むことでシナジー効果を発揮する難燃性、衝
撃強度、耐スクラッチ性、着色性、及び表面硬度を有する熱可塑性樹脂組成物に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　一般には、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系樹脂（以下、‘ＡＢＳ樹脂’と
いう）は、アクリロニトリル成分による優秀な剛性及び耐化学性と、ブタジエン及びスチ
レン成分による優秀な加工性と、機械的強度とによって電気／電子製品、事務用機器など
の外装材として広く使用されているが、容易に燃焼される性質があって火災に弱いという
問題がある。
【０００３】
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　従って、前記電気／電子製品、事務用機器などに使用されるＡＢＳ樹脂は、火災に対す
る安定性を保障するために所定の難燃性（難燃規格）が要求される。
【０００４】
　前記ＡＢＳ樹脂に難燃性を付与する方法としては、ゴム変性スチレン系樹脂製造時に難
燃性単量体を含めて重合する方法や製造されたゴム変性スチレン系樹脂に難燃剤及び難燃
補助剤を混合する方法などがある。
【０００５】
　前記難燃剤は、ハロゲン系難燃剤と非ハロゲン系難燃剤とで大きく分けられるが、前記
非ハロゲン系難燃剤としては窒素系難燃剤及び水酸化系難燃剤などがある。
【０００６】
　前記非ハロゲン系難燃剤は、前記ハロゲン系難燃剤に比べて難燃効率が大きく劣って相
対的に過量投入しなければならないが、これは必然的にゴム変性スチレン系樹脂の機械的
物性を劣らせる。従って、現在ＡＢＳ樹脂に難燃性を付与する最も一般的な方法はハロゲ
ン系難燃剤を使用することである。
【０００７】
　前記ハロゲン系難燃剤は、ゴム変性スチレン系樹脂の機械的物性を保持すると同時に難
燃性を向上させる効果があるが、この中でブロム系難燃剤は特に効果的である。
【０００８】
　しかしながら、難燃性が付与されたＡＢＳ樹脂の場合、ＡＢＳ樹脂自体に入っているブ
タジエンゴムの特性によって耐スクラッチ性に大きく劣り、従って高光沢の製品を作って
も容易にスクラッチになる問題がある。
【０００９】
　現在、大部分の難燃ＡＢＳ樹脂の場合、耐スクラッチ性が鉛筆硬度３Ｂまたは４Ｂ程度
の水準に留まっているあり様である。
【００１０】
　従って、優れる耐スクラッチ性、衝撃強度、及び流動性を保持しながらも難燃性に優れ
るＡＢＳ樹脂に対する開発が大きく要求される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　前記のような従来技術の問題点を解決するために、本発明は、ＡＢＳ樹脂を含む樹脂に
メチルメタクリレート系重合体、ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化
合物、及びアンチモン系化合物を含むことでシナジー効果を発揮する難燃性、衝撃強度、
耐スクラッチ性、着色性、及び表面硬度を有する熱可塑性樹脂組成物を提供することを目
的とする。
【００１２】
　本発明の前記目的及びその他の目的は、以下の構成によって達成することができる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記の目的を達成するために、本発明は、
　Ａ）アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体１０乃至８９重量％と、スチ
レン－アクリロニトリル系共重合体８９乃至１０重量％と、メチルメタクリレート系重合
体１乃至４０重量％とからなる基本樹脂１００重量部；
　Ｂ）ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化合物１乃至３０重量部；及
び
　Ｃ）アンチモン系化合物１乃至２０重量部；
を含めてなることを特徴とする難燃性、着色性、及び耐スクラッチ性に優れる熱可塑性樹
脂組成物を提供する。
【００１４】
　以下、本発明を詳細に説明する。
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【００１５】
　本発明の難燃性、着色性、及び耐スクラッチ性に優れる熱可塑性樹脂組成物は、
　Ａ）アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体１０乃至８９重量％と、スチ
レン－アクリロニトリル系共重合体８９乃至１０重量％と、メチルメタクリレート系重合
体１乃至４０重量％とからなる基本樹脂１００重量部；
　Ｂ）ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化合物１乃至３０重量部；及
び
　Ｃ）アンチモン系化合物１乃至２０重量部；
を含めてなることを特徴とする。
【００１６】
　前記アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン系共重合体は、特に限定されないが、ブ
タジエン系ゴムと、アクリロニトリル系単量体と、スチレン系単量体とを乳化グラフト重
合した後、これを凝集、脱水、及び乾燥して粉末状態で製造されたものでもあり、望まし
くは、単量体及びブタジエン系ゴムの総１００重量部を基準にして、平均粒径０.１乃至
０.５μｍのブタジエン系ゴム３０乃至７０重量部と、乳化剤０.６乃至２重量部と、分子
量調節剤０.２乃至１重量部と、重合開始剤０.０５乃至０.５重量部とからなる混合溶液
に、アクリロニトリル系単量体５乃至４０重量部とスチレン系単量体２０乃至６５重量部
とからなる単量体混合物を連続または一括に投入して乳化グラフト重合した後、これを５
％硫酸水溶液による凝集、脱水、及び乾燥して粉末状態で製造されたものでもある。
【００１７】
　前記スチレン－アクリロニトリル系共重合体は、重量平均分子量が５万乃至１５万であ
り、アクリロニトリル系単量体が２０乃至４０重量％で含まれるものが望ましく、単一ま
たは２種以上混合して使用し得る。
【００１８】
　前記メチルメタクリレート系重合体は、特に限定されないが、重量平均分子量が５万乃
至１５万であるものが望ましいが、ブロム系有機難燃剤のブロモアルキルまたはブロモフ
ェニルシアヌレート系化合物と共に使用される場合、シナジー効果でこれを含めて製造さ
れる本発明の熱可塑性樹脂組成物は鉛筆硬度などが著しく向上される。
【００１９】
　前記メチルメタクリレート系重合体は、前記基本樹脂に対して１乃至４０重量％で含ま
れるものが望ましいが、１重量％未満である場合には耐スクラッチ性が低下する問題があ
り、４０重量％を超える場合には耐衝撃性が低下するといった問題がある。
【００２０】
　前記ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化合物は、ブロム系有機難燃
剤であって、望ましい例としてトリス（トリブロモフェニル）シアヌレートでもあり、前
記基本樹脂１００重量部を基準にして１乃至３０重量部で含まれるものが望ましいが、こ
の範囲内において製造される熱可塑性樹脂組成物は機械的強度と流動性が低下することな
く、優れた熱安定性と耐候性とを有する効果を奏する。
【００２１】
　参考として、前記トリス（トリブロモフェニル）シアヌレートは、下記化学式１の構造
を有する化合物である。
【００２２】
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【化１】

【００２３】
　前記アンチモン系化合物は難燃補助剤であって、前記ブロム系有機難燃剤と共に使用さ
れる場合、シナジー効果によって、製造される熱可塑性樹脂組成物の難燃性を大きく向上
させる。
【００２４】
　前記アンチモン系化合物としては、三酸化アンチモン、五酸化アンチモン、金属アンチ
モン、または三塩化アンチモンなどを使用することが望ましいが、三酸化アンチモンを使
用するのがさらに望ましい。
【００２５】
　前記アンチモン系化合物は、前記基本樹脂１００重量部に対して１乃至２０重量部で含
まれるものが望ましいが、この範囲内において製造される熱可塑性樹脂組成物は衝撃強度
が低下することなく、優れた難燃性を有する効果を奏する。
【００２６】
　前記熱可塑性樹脂組成物は、添加剤として、衝撃補強剤、活性剤、熱安定剤、滴下防止
剤、酸化防止剤、光安定剤、紫外線遮断剤、顔料、及び無機充填剤とからなる群から選ば
れる１種以上をさらに含むことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の理解を助けるために望ましい実施例を提示しているが、下記実施例は本
発明を例示するのみならず、本発明の範疇及び技術思想の範囲内において当業者にとって
多様な変更及び修正が可能であることは明らかであり、このような変形及び修正が添付さ
れた特許請求範囲に属することも当然である。
【００２８】
　＜実施例＞
　［実施例１］
　平均粒径０.３μｍのブタジエンゴムラテックスを使用して乳化グラフト重合で製造さ
れたＡＢＳ共重合体（DP270、LG化学製造）２０重量％と、アクリロニトリルの含量が２
５重量％であり重量平均分子量が１２万であるスチレン－アクリロニトリル共重合体７０
重量％と、重量平均分子量が１３万程度であるメチルメタクリレート重合体（EH910、LG 
MMA製造）１０重量％とからなる基本樹脂１００重量部に、ブロム系有機難燃剤のトリス
（トリブロモフェニル）シアヌレート２０重量部と、難燃補助剤の三酸化アンチモン３重
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量部と、黒色着色剤３重量部と、酸化防止剤０.３重量部と、活性剤１.５重量部と、滴下
防止剤０.１重量部とを添加し、ヘンシェルミキサーを用いて均一に混合した後、二軸押
出機を通じてペレット形態の熱可塑性樹脂組成物を製造した。前記ペレット形態の熱可塑
性樹脂組成物を射出成型して物性及び難燃試験のための試験片として製造した。
【００２９】
　［実施例２］
　前記実施例１において、スチレン－アクリロニトリル共重合体６０重量％、メチルメタ
クリレート重合体２０重量％を使用したことを除いては前記実施例１と同一な方法で施し
た。
【００３０】
　［比較例１］
　前記実施例２において、ブロム系有機化合物難燃剤としてテトラブロモビスフェノール
Ａを使用し、ブロム含量を同一にするために２３.５重量部を使用したことを除いては、
前記実施例２と同一な方法で施した。
【００３１】
　［比較例２］
　前記実施例２において、ブロム系有機化合物難燃剤としてノンキャップ（Non-Cap）形
態の臭素化エポキシオリゴマーを使用し、ブロム含量を同一にするために２４重量部を使
用したことを除いては、前記実施例２と同一な方法で施した。
【００３２】
　［比較例３］
　前記実施例において、メチルメタクリレート重合体２０重量％の代わりにメチルメタク
リレート－スチレン－アクリロニトリル共重合体（LG化学製造）２０重量％を使用したこ
とを除いては、前記実施例２と同一な方法で施した。
【００３３】
　［比較例４］
　前記実施例２において、メチルメタクリレート重合体２０重量％を使用しないことを除
いては、前記実施例２と同一な方法で施した。
【００３４】
　＜試験例＞
　前記実施例１乃至２及び比較例１乃至４で製造した熱可塑性樹脂組成物の試験片の特性
を下記の方法で測定し、その結果を下記の表１に示した。
【００３５】
　＊衝撃強度（Notched Izod Impact Strength）：1/8試片を用いてASTM D-256に基づい
て測定した。
　＊鉛筆硬度（Pencil Hardness）：ASTM D-3365に基づいて測定した。
　＊着色度（Colorability）：カラーメーター（SUGA Color Computer）を用いて黒色を
基準にして着色剤３重量部に対する着色程度を測定してL、a、b値で表示するが、この中
でL値は明るさを示す寸法で値が低いほど黒色の程度が強いことを表す。
　＊難燃度（Vertical Flammability）：UL-94に基づいて測定した。
【００３６】
【表１】

【００３７】
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　表１に示したように、本発明のメチルメタクリレート重合体及びブロム系有機難燃剤と
してトリス（トリブロモフェニル）シアヌレートを含む熱可塑性樹脂組成物（実施例１、
２）は、衝撃強度、鉛筆硬度（耐スクラッチ性）、着色度（L）、及び難燃度の全てにお
いて優れていることが確認できたが、ブロム系有機難燃剤としてトリス（トリブロモフェ
ニル）シアヌレートの代わりにテトラブロモビスフェノールＡまたは臭素化エポキシオリ
ゴマーを使用した場合（比較例１、２）は、衝撃強度、鉛筆硬度、及び着色度が著しく低
下し、メチルメタクリレート重合体の代わりにメチルメタクリレート－スチレン－アクリ
ロニトリル共重合体を使用した場合（比較例３）は、鉛筆硬度及び着色度が低下し、特に
難燃度が低下し、メチルメタクリレート重合体を含まない場合（比較例４）は鉛筆硬度が
非常に低くなることが確認できた。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　前記から調べてみたように、本発明によると、ＡＢＳ樹脂を含む樹脂にメチルメタクリ
レート系重合体、ブロモアルキルまたはブロモフェニルシアヌレート系化合物、及びアン
チモン系化合物を含むことでシナジー効果を発揮する難燃性、衝撃強度、耐スクラッチ性
、美麗な外観設計ができる着色性、及び表面硬度を有する熱可塑性樹脂組成物が提供され
るといった効果がある。
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